
 

 

 
 

 

2019年 2月 5日 

「ねんりんピック※１紀の国わかやま 2019」の炬火を水素で灯す 

～公式大会では 2 例目※２、ねんりんピックでは初の試み～ 

※1：60歳以上の高齢者を中心とするスポーツと文化の祭典 

※2：2019年 1月現在、自社調べ 

 

岩谷産業株式会社（本社：大阪・東京、社長：谷本  光博、資本金：200 億円)は、 

11 月 9 日（土）から紀
き

三井
み い

寺
で ら

公園陸上競技場で開催される「ねんりんピック紀の国わかや

ま 2019」の炬火の燃料として、水素およびその供給設備一式を提供（協賛）いたします。

公式大会の炬火に水素が使用されるのは、昨年開催された「福井しあわせ元気」国体・障

スポに続いて 2例目となります。 

 今回の水素の提供にあたり、2月 14日（木）に和歌山県庁にて、当社の牧野会長 兼 CEO

より仁坂県知事へ協賛目録の贈呈を行います。 

 

当社は、2019年 6月末の完成を目指して、和歌山市内に県内初となる水素ステーション

の建設を進めています。今後、和歌山県ではＦＣＶの普及が期待されることから、水素が

身近で安全かつクリーンなエネルギーであることを多くの方に実感していただける場とし

て本大会の炬火を水素で灯すことになりました。 

 

 当社は、1941 年より水素事業を開始し、国内で唯一、液化水素製造を行う水素のトップ

サプライヤーです。国内で水素ステーションの整備や液化水素製造能力の増強を図ると 

ともに、国内外で CO2 フリー水素の製造や輸送などの実証試験に携わるなど、引き続き、

水素エネルギー社会の早期実現に向け、積極的な役割を果たしてまいります。 


